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原子・分子のレベルから物質、情報を理解するためには「量子力学」が必須になります。量子力学の示す特異
な性質は、量子マテリアル、量子コンピュータ、量子計測などに応用され、物質科学、医療、エネルギー、情報、
通信など様々な分野で革命的な発展をもたらしつつあります。本書は、量子力学誕生 100 年を機に、これまで
に発展・蓄積された量子力学に関する知識を蒸留し、初学者を念頭に書かれた現代的な入門書です。
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